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研究概要

・クリティカルケア看護師のレジリエンス促進に向けた支援モデルの構築
・クリティカルケア看護師のメンタルヘルスの維持・増進を目指す。
・クリティカルケア看護師の離職率の低下

産学連携の可能性（アピールポイント）

・長崎県看護協会看護研究委員

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/researchinfo/a-takasaki/

近年，労働者のうつ病の発症や自殺者の増加が社会問題となっており，メンタルヘルス
の法整備が進められています．特に救急・重症患者の看護を行うクリティカルケア看護師
は，惨事ストレスを経験しメンタルヘルスに大きな影響を受けています．そこで，クリ
ティカルケア看護師にはレジリエンスが不可欠と考えます．本研究は，クリティカルケア
看護師のレジリエンスを測定する尺度を開発し，クリティカルケア看護師のレジリエンス
促進に向けた支援モデルを構築することを目的としております．クリティカルケア看護師
のレジリエンスを測定する尺度の開発により，クリティカルケア看護師自ら，レジリエン
スを高める方策を検討することができ，クリティカルケア看護師のメンタルヘルスの維
持・増進を目指した支援に繋がると考えます．
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